
い
く
ぶ
ん

下
京
区
の
５
中
学
校（
尚
徳
・
郁
文

せ
い
と
く

か
い
ざ
ん

ば
い
け
い

・
成
徳
・
皆
山
・
梅
逕
）が
生
徒
数
の
減
少

に
よ
る
小
規
模
化
の
解
消
を
目
指
し
て
、

平
成
１９
年
４
月
に
統
合
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
新
中
学
校
校
舎
の
建

設
場
所
と
な
る
尚
徳
中
学
校
と
、
楊
梅

幼
稚
園
は
、
４
月
か
ら
校
舎
が
解
体
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
長
年
親
し
ん
で
き

た
校
舎
で
今
一
度
、
在
校
生
・
卒
業
生

達
が
集
え
れ
ば
と
、
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

日
時

３
月
２０
日
（
土
・
祝
）
午
前
１１

時
〜
午
後
６
時
ご
ろ

会
場

尚
徳
中
学
校
（
楊
梅
通
新
町
東

入
）

主
催

あ
り
が
と
う
ま
な
び
や

尚
徳
・
楊
梅
実
行
委
員
会

後
援

尚
徳
自
治
連
合
会

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

▼
午
前
１１
時

開
場「
思
い
出
の
展
示
」

「
お
も
ち
つ
き
」

▼
午
後
１
時

１
部
「
記
念
式
典
」

２
部
「
記
念
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
午
後
３
時

「
模
擬
店
」
「
園
遊
会
」

「
同
窓
会
」「
人
形
劇
」「
子
ど
も
の
広

場
」

▼
午
後
５
時

「
塔
南
高
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
演
奏
」

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

費
用

入
場
無
料
。た
だ
し
模
擬
店（
チ

ケ
ッ
ト
１
組
千
円
）、喫
茶
・
お
茶
席
は

有
料
。

そ
の
他

「
ミ
ニ
同
窓
会
」
の
開
催
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
�
に
て
実
行
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
思

い
出
の
品
」「
思
い
出
の
写
真
」
な
ど
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ

同
実
行
委
員
会
事
務
局

（
�
�
３４４
・
５
６
０
３
）
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２
年
に
一
度
行
わ
れ
る
祭
典

で
す
。入
場
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

区
民
の
皆
様
の
華
や
か
な
ス
テ

ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
１３
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

大
谷
ホ
ー
ル
（
東
本
願

寺
北
側
）

主
催

下
京
区
民
文
化
懇
話
会

・
下
京
区
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行

委
員
会

問
合
せ

地
域
振
興
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

区
役
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

「
督
促
状
」
や
「
市
税
の
納
付

催
告
書
」
に
は
延
滞
金
と
い
う

言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
こ
の
延
滞
金
の
仕
組
み
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

市
税
に
は
、
税
目
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
納
付
の
期
日
（
納
期

限
）が
あ
り
ま
す
。
延
滞
金
は
、

納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
ま

す
と
、
税
額
と
そ
れ
ま
で
の
期

間
の
日
数
に
応
じ
て
か
か
り
ま

す
。
そ
の
計
算
の
仕
組
み
は
、

次
の
�
・
�
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

�
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
月
を

経
過
す
る
日
（
公
定
歩
合
に
よ

り
変
動
あ
り
）

※
平
成
１５
年
中
は
４
・
１
％

�
１
月
経
過
後
か
ら
年
１４
・
６

％
延
滞
金
は
、
納
期
限
に
遅
れ

た
こ
と
に
対
す
る
一
種
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
で
あ
り
、
納
期
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
方
と
同
等
に
扱
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
個
別
の
事
情
に
応
じ
た

納
税
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
早
め
に
、
納
税

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市では、「京都市自転車総合計画」に基づき、放置自転車対策に
取り組んでいます。
この度、財団法人自転車駐車場整備センターの協力により、京
都駅八条口において、従来の無料自転車駐車場を再整備し、安全
で利用しやすい有料自転車等駐車場として開設しました。当自転
車等駐車場のご利用により、駅周辺の放置自転車などをなくし、
安全快適な通行ができるよう、ご理解とご協力をお願いします。
営業時間 ２４時間
収容台数 自転車 ６７４台（一時利用 １８０台、定期利用 ４９４台）

原 付 ６０台（定期利用 ６０台）
利用料金 自転車 一時利用１回２４時間ごと １５０円

定期利用１か月 一般２，７００円、学生２，５００円
３か月 一般７，８００円、学生７，２００円

原 付 定期利用１か月 ４，５００円
３か月 １３，２００円

問合せ 京都駅八条口西自転車駐車場管理室（�６８１・７７２２）
財団法人自転車駐車場整備センター（�０６・６４４９・０９９１）
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わ
ろ
う
そ
く

和
蝋
燭
職
人

わ
た
に
あ
つ
し

和
谷
篤
樹
さ
ん

皆
さ
ん
は
、
和
蝋
燭
の
炎
を

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
和
蝋
燭
か
ら
勢
い
よ
く

だ
い
だ
い
い
ろ

立
ち
上
る
橙
色
の
大
き
な
炎

は
、
少
々
の
風
で
も
消
え
ず
、

炎
が
ま
る
で
呼
吸
し
て
い
る
か

の
ご
と
く
、
上
下
に
揺
ら
め
い

た
り
静
止
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
材
料
の
す
べ
て
が
純
植
物

す
す

性
の
た
め
、
煤
が
出
に
く
く
蝋

が
外
に
流
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

今
回
は
、創
業
２００
余
年
の『
わ

た
悟
商
店
』
１０
代
目
、
和
蝋
燭

職
人
の
和
谷
篤
樹
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

わ
た
悟
商
店
で
は
、
次
の
よ

う
に
和
蝋
燭
が
作
ら
れ
ま
す
。

は
ぜ

ま
ず
、
ウ
ル
シ
科
の
櫨
の
樹
の

し
ぼ

も
く

実
を
す
り
つ
ぶ
し
て
搾
っ
た
木

ろ
う蝋
を
鍋
で
溶
か
し
ま
す
。
こ
れ

を
す
り
鉢
に
移
し
て
、
か
き
混

ぜ
、
固
ま
る
寸
前
に
型
に
流
し

込
み
ま
す
。「
柔
ら
か
す
ぎ
て
も

出
来
上
が
り
に
ヒ
ビ
が
入
り
、

堅
す
ぎ
る
と
穴
が
あ
い
て
し
ま

う
ん
で
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
難
し
い
ん
で
す
わ
。」と
、
季

節
に
よ
っ
て
も
異
な
る
流
し
込

む
時
間
は
、
経
験
か
ら
得
る
勘

に
頼
る
し
か
な
い
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、型
を
抜
き
、整
形
し

あ
か
い
ろ

た
蝋
燭
（
生
地
）
を
、
朱
色
に

染
め
る
作
業
が
あ
り
ま
す
。
和

蝋
燭
作
り
で
一
番
緊
張
す
る
瞬

間
で
す
。
朱
蝋
と
生
地
の
温
度

差
で
出
来
上
が
り
に
違
い
が
で

る
た
め
、
少
し
で
も
気
を
抜
く

と
、
色
に
縞
模
様
が
で
き
て
し

ま
う
の
で
す
。
適
温
に
す
る
た

め
、暖
め
た
り
冷
や
し
た
り
、大

変
気
を
使
う
作
業
だ
そ
う
で
す
。

和
蝋
燭
の
炎
の
命
と
も
言
え

る
原
料
の
櫨
。
わ
た
悟
商
店
で

は
、
国
産
の
櫨
を
１００
％
使
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
櫨
は
、
木
蝋

を
作
る
業
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
年
々
貴
重
で
高
価

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手

間
ひ
ま
の
か
か
る
和
蝋
燭
は
、

大
量
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
近
年
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
な

ど
に
手
ご
ろ
な
値
段
で
洋
ロ
ー

ソ
ク
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、

わ
た
悟
商
店
の
納
品
先
は
、
現

在
も
９０
％
が
お
寺
だ
と
言
う
こ

と
で
す
。「
時
代
の
変
化
に
も
対

応
せ
な
い
け
ま
せ
ん
け
ど
、
大

事
な
の
は
、
伝
え
て
い
く
こ
と

で
す
。
自
分
の
作
っ
た
蝋
燭
の

炎
の
前
で
、
一
心
に
手
を
合
わ

せ
て
拝
ん
で
お
ら
れ
る
人
の
光

景
を
見
た
時
が
、
職
人
の
喜
び

を
感
じ
る
瞬
間
で
す
ね
。
そ
れ

は
ほ
ん
ま
に
た
ま
り
ま
せ
ん
。」

そ
う
話
さ
れ
る
篤
樹
さ
ん
の
目

に
は
、
伝
統
を
守
り
続
け
る
と

い
う
、
強
い
信
念
の
炎
が
灯
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

とも

伝統の炎灯し続けて
２００余年
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悪
徳
商
法
の
手
口
や
ひ
っ
た

く
り
か
ら
身
を
守
る
方
法
、
家

庭
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
、
女

性
の
た
め
の
防
犯
対
策
を
こ
の

機
会
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
２４
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

場
所

下
京
修
徳
ふ
れ
あ
い
福

祉
会
館
「
修
徳
せ
ん
だ
ん
ホ
ー

ル
」（
新
町
通
松
原
下
る
）

主
催

下
京
区
生
活
安
全
推
進

協
議
会

問
合
せ

地
域
振
興
課

「安全のまち」を目指し出初式
去る１月１１日に京都市消防出初式が左京区
岡崎の京都会館前で行われ、また、下京区でも
１月中に各消防分団の出初式が行われました。
各消防分団の出初式では、自主防災会など
地元の皆さんの前で消防団の勇姿を披露しま
した。消防団と自主防災会などは互いに協力
して、今年１年の無
火災と防火・防災へ
の決意を新たに「安
全なまち京都」「安全
なまち下京」を築く
ことを誓いました。
下京区内の火災発生状況（平成１５年中）
下京区内では、平成１５年中に１５件の火災が
発生しました。平成１４年中の発生件数が２９件

でしたので、１４件の大幅な減少となり、平成
に入ってから２番目に低い数字となっていま
す。また、火災原因においても、放火（疑い
含む）による火災件数が区内では１２件から２
件へと減少しています。しかし、京都市内の
火災を見てみると、相変わらず放火が火災原
因のトップを占めています。

消防局では、放火火災から市民の皆さんの
生命や財産を守るために過去の放火火災を分
析し、防止対策を「放火防止五カ条」にまと
め、その実践を呼び掛けています。皆さん一
人一人はもとより、地域ぐるみで「放火防止
五カ条」を実践し、放火されない環境づくり
を推進してください。

けすぞう君の防災 Q&A 目指せ�「安全のまち」

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君

で
す
。

今
回
は
、
底
冷
え
の
す
る
時

期
に
行
わ
れ
ま
し
た
年
始
恒
例

の
消
防
分
団
出
初
式
と
昨
年
１

年
間
の
下
京
区
に
お
け
る
火
災

発
生
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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◆消防団員を募集◆
入団方法など詳しくは、お近くの
下京消防団員または下京消防署庶務
係（�３６１・４４１１）まで、お問い合わ
せください。

「放火防止五カ条」
１ 家の周りには、燃えやすい物を置か
ないようにしましょう。
２ 夜間、建物の周囲や駐車場は、照明
を点灯して明るくしましょう。
３ 空き家、物置にはカギをかけましょ
う。
４ 車やバイクなどのボディカバーは、
燃えにくいものを使いましょう。
５ 地域ぐるみで放火防止に取り組みま
しょう。

３
月
１
日
は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
４
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課

平成１３年度舞台発表

下京区民ギャラリー 下京区民ギャラリー 

『春の火災予防運動』『春の火災予防運動』 『春の火災予防運動』『春の火災予防運動』 『春の火災予防運動』 
３月１日（月）～７日（日） ３月１日（月）～７日（日） ３月１日（月）～７日（日） 

京
都
市
内（
外
円
）と
下
京
区（
内
円
） 

 

京
都
市
内
と
下
京
区
の
火
災
件
数 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0

件 340 

330 

320 

310 

300 

290 

280 

270

件 

区内 10年 11年 12年 13年 14年 15年 市内 

332
329

335 326
330

298

24 
（9） 

20 
（3） 

21 
（8） 

32 
（15） 

29 
（12） 

15 
（2） 

下京区内 

京都市内 

平
成
15
年
京
都
市
内
と 

　
下
京
区
の
火
災
発
生
状
況 

放火 
82件 28％ 

天ぷらなべ 
23件 8％ 

こんろ 
20件 7％ 

たばこ 
47件 
16％ 

その他 
8件 
54％ 

その他 
126件 
41％ 

（　）内の数
字は、区内の
火災件数のう
ち、放火（疑い
含む）の件数
を表していま
す。 

こんろこんろ 
2件 
1313％ 

放火 
2件 
13％ 

天ぷらなべ天ぷらなべ 
2件 13 13％ 

たばこたばこ 
1件 7 7％ 

こんろ 
2件 
13％ 

天ぷらなべ 
2件 13％ 

たばこ 
1件 7％ 

京都駅界隈の夜景
ライトアップされた
タワーやそれを映す駅
ビルが古の京に溶け込
んでいる。

梅小路の汽笛
汽笛を響かせる SL

の雄姿が梅こみちに映
えている。

いらか

西本願寺の甍
ご えいどう

御影堂、阿弥陀堂と
連なる大屋根が空に映
えている。

はないかだ

高瀬川の花筏
高瀬川のせせらぎに
桜の花びらが連なり流
れる様子が美しい。

下
京
区
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実

施
し
ま
し
た
「
下
京
八
景
」
の
選
定
。

昨
年
１０
月
１５
日
か
ら
１１
月
２５
日
ま
で
の
応
募

期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
３３７
通
の
ご
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た

な
べ

と
う
ぎ
ょ
う

渡
邊
洞
曉
委
員
長
（
下
京
区
市
政
協
力
委
員

連
絡
協
議
会
代
表
幹
事
）
を
は
じ
め
と
す
る
７

人
の
選
定
委
員
の
皆
様
に
よ
り
、
慎
重
に
ご
協

議
を
い
た
だ
い
た
選
定
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
風
景
は
、
ほ
ん
の
一

部
で
す
。
皆
さ
ん
、
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

門前町のかおり
お香のかおりが漂い
昔のたたずまいを残し
ている。

龍谷学舎の慕情
品格と優美さが漂う学
舎に回顧の情を覚える。

しょうせいえん
渉成園の四季
都心にあって四季

折々の作庭が美しい。

いちょう

東本願寺の銀杏
壮大な甍や白壁に周
囲の銀杏が映えている。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�����������������������������

『
下
京
の
四
季
』

を
テ
ー
マ
に
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。
春

・
夏
・
秋
・
冬
、
四

季
折
々
の
下
京
区
内

の
町
並
み
や
史
跡
な
ど
を
撮
影

し
た
区
民
の
皆
様
の
写
真
作
品

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
１
日
（
月
）
〜
１２

日
（
金
）
午
前
８
時
３０
分
〜
５

時
（
土
・
日
を
除
く
）

場
所

下
京
区
役
所

１
階
ロ

ビ
ー

主
催

下
京
区
ふ
れ
あ
い
事
業

実
行
委
員
会
な
か
ま
づ
く
り
部

会問
合
せ

地
域
振
興
課

防

犯

教

室

防

犯

教

室

 

防

犯

教

室

防

犯

教

室

 

防

犯

教

室

防

犯

教

室

 

防

犯

教

室

防

犯

教

室

 

防

犯

教

室

 

防

犯

教

室

 

女
性
の
た
め
の

女
性
の
た
め
の 

女
性
の
た
め
の

女
性
の
た
め
の 

女
性
の
た
め
の

女
性
の
た
め
の 

女
性
の
た
め
の

女
性
の
た
め
の 

女
性
の
た
め
の 

女
性
の
た
め
の 

税金について 
　　　　知ろう 

「延滞金とは？」 

下
京
芸
術
文
化

下
京
芸
術
文
化 

下
京
芸
術
文
化 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

尚徳中学校移転記念事業

楊梅楊梅 楊梅楊梅 楊梅 
ようばい 

尚徳尚徳 尚徳尚徳 尚徳 
しょうとく 

選
定
結
果
発
表

選
定
結
果
発
表 

選
定
結
果
発
表 
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